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－職務・研究等経歴書－ 

令和 8 年 2 月 1 日版 

 

【略歴】 

1985 年    堺市生まれ，和泉市育ち 

2004 年    大阪府立鳳高等学校 卒業 

2009 年    京都府立大学人間環境学部環境デザイン学科 卒業 

2009～2011 年 株式会社莫設計同人 勤務 

        保育所や障害者・高齢者施設の設計を担当し，社会福祉における建築の在り方を学んだ 

2011～2013 年 小田裕美建築設計事務所株式会社 勤務 

        社会福祉施設以外にも，住宅や事務所・商店建築など，幅広い用途と規模の設計経験を積

んだ 

2013～2015 年 住友不動産株式会社住宅再生事業本部 勤務 

        住宅やアパートなどの改修・用途変更をおこない，既存建物ストックの再生を数多く手が

けた 

2015 年    北條建築事務所 設立 

        専門性の高い社会福祉施設の設計経験を活かして，医療福祉施設の設計を片軸とする一

方，用途・構造・規模問わず，そして新築・改修問わず，幅広い設計活動を行っている 

2018 年    株式会社 北條建築事務所 改組 

2021 年    シェアオフィス Amamin’ Base 設立 

2024 年    環境文化史創造研究所 設立 

        過去から未来につながる時間軸のなかで一定の空間を間借りするのが建築だと考え，その

内外に広がる人間の五感をデザインするための古今東西の史的手法を研究し，未来の建築

の在り方や我々の理想の暮らし方の提案をしている 

2025 年    一般社団法人 環境文化史創造研究所 改組 

       シェアオフィス Amamin’ Base 閉業 

 

【資格等】 

一級建築士 国土交通大臣登録 第 352634 号 

二級建築士 大阪府知事登録 第 52882 号 

既存木造住宅耐震診断講習修了者 

既存住宅状況調査技術者 

大阪府被災建築物応急危険度判定士 第 25-阪-0331 号 

 

【公共放送】 

『北條豊和のお城てくてく』 FM いずみおおつ(85.5MHz)（H.31.3 ～ R.1.12） 

『日々是建築』 FM いずみおおつ(85.5MHz)（R.3.4 ～ R.8.3） 
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【公職歴（退任済みのもの含む）】 

藤井寺市空家等対策協議会 委員（R.8.4.1 ～ ） 

岸和田市文化財保存活用地域計画策定協議会 委員（R.8.4.1 ～ ） 

熊取町大宮会館建設業者選定委員会 委員（R.7.3.8 ～ R.8.2.14） 

熊取町大宮会館建設委員会 委員（R.7.3.8 ～ R.8.2.14） 

和泉市景観審議会 副会長（R.5.8.1 ～ 現職） 

和泉市景観計画策定委員会 委員（R.4.7.21 ～ R.5.7.31） 

泉大津市文化財保護委員会 委員（R.4.4.1 ～ 現職） 

熊取町公民館・町民会館基本設計策定委員会 委員（R.3.4.1 ～ R.3.12.24） 

熊取町公民館・町民会館整備検討委員会 委員（R.2.6.24 ～ R.3.3.31） 

熊取町空家等対策審議会 委員（R.2.2.1 ～ 現職） 

高石市空家等対策協議会 委員（H.30.4.1 ～ R.3.3.31） 

 

【教職歴】 

大阪観光大学 学長付アドバイザー／客員准教授（R.7.4.1 ～ 現職） 

摂南大学 非常勤講師（R.6.4.1 ～ 現職） 

 

【受賞歴】 

未来の京都 建築デザインコンペ 2024 奨励賞（ISAMU MORITA BRIDE KYOTO） 

BIG SEE Interior Design Awards 2026 入賞（とくなが荘 OKUZASHIKI） 

BIG SEE Interior Design Awards 2026 入賞（株式会社 MST Holdings 本社工場） 

BIG SEE Interior Design Awards 2026 入賞（ISAMU MORITA BRIDE KYOTO） 

 

【文化財登録や指定に向けた伝統建築の調査，重伝建地区登録に向けた調査，その他民家史研究】 

［令和 2 年度］ 

◆富田林寺内町・東奥谷家住宅建築調査（主屋 1 棟，付属屋 5 棟） 

近世末期の大型町家である東奥谷家住宅の主屋始め付属屋の特徴把握と価値を定める調査 

※京都府立大学，富田林市教育委員会 

◆北國街道木之本宿・明楽寺伽藍，各建築調査（４棟） 

18 世紀後期の伽藍の内，既に調査を終えている本堂以外の建築（山門，太鼓楼，鐘楼，庫裏）調査 

※京都府立大学，長浜市教育委員会 

［令和 3 年度］ 

◆亀岡・近世農家住宅調査（主屋 2 棟） 

摂丹型民家主屋を国登録有形文化財にするための調査 

※立命館大学，亀岡市教育委員会 

◆北國街道木之本宿・近世近代町家調査（主屋 6 棟、付属屋多数） 

木之本宿の余呉型町家の近世から近代に至る町家建築の総合調査 

※京都府立大学，立命館大学，長浜市教育委員会 

https://www.tourism.ac.jp/
https://www.setsunan.ac.jp/
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◆佐渡相川町・近代鉱山住宅建築調査 

佐渡金銀山，佐渡鉱山の世界文化遺産登録を推進する活動の一環で，相川中京町の鉱山住宅や京町通りの

街並みの歴史的評価を定める調査 

※立命館大学，佐渡市世界遺産推進課 

［令和 4 年度］ 

◆信州諏訪地方・たてぐるみ土蔵建築調査 

諏訪地方特有のたてぐるみと呼ばれる土蔵の構造形式から景観に至るまで包括的な調査 

※立命館大学，小山工業高等専門学校，他 

◆紀伊半島九鬼集落・民家建築及び石垣調査 

九鬼集落の石垣によるテラス地形及び集落配置の，建築，民族，地学，防災的観点を含む包括的な調査 

※京都府立大学，立命館大学，東京大学，静岡大学，他 

［令和 5 年度］ 

◆亀岡・旧丹波亀山城下伝建調査 

城下町の総堀跡を含む伝統的建造物等の包括的な調査 

※立命館大学，亀岡市教育委員会 

［令和 6 年度］ 

◆信州下伊那地方・阿智村駒場まちづくり調査 

駒場宿の伝統的景観及び建造物を保護しながら地域を活性化させるための包括的な調査，ワークショップ 

※立命館大学，日本大学，信州大学，飯田市歴史研究所，阿智村協働活動推進課，他 

◆信州下伊那地方・阿智村駒場 旧銭湯玉の湯建築調査（１棟） 

駒場宿の大正時代建築の旧銭湯を国登録有形文化財にするための調査 

※立命館大学 

◆亀岡市吉川町・奉安殿建築調査 

奉安殿を市指定有形文化財にするための調査 

※立命館大学，亀岡市教育委員会 

◆信州下伊那地方・阿智村駒場 町家建築調査（主屋１棟，付属屋１棟） 

駒場宿の町家主屋及び土蔵を国登録有形文化財にするための調査 

※立命館大学，日本大学 

◆大垣・輪中の水屋建築調査 

水屋と呼ばれる河川氾濫時の避難生活を考慮した民家の建築計画の調査 

※立命館大学，大垣市教育委員会 

◆美濃町重伝建地区・町家建築断面調査（主屋２棟） 

美濃町の重要伝統的建造物群保存地区内の卯建の上がる町家の，板葺きから瓦葺きに屋根仕上げが変化す

る前後の小屋組みの変遷を把握する調査 

※立命館大学 

◆史跡旧和中散本舗・大角家住宅付属屋建築調査（４棟） 

国指定重要文化財主屋と国指定名勝庭園を持つ民家の付属屋建築（離家，文庫蔵，米蔵，薬師堂）調査 

※立命館大学，栗東市教育委員会 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%87%8D%E8%A6%81%E4%BC%9D%E7%B5%B1%E7%9A%84%E5%BB%BA%E9%80%A0%E7%89%A9%E7%BE%A4%E4%BF%9D%E5%AD%98%E5%9C%B0%E5%8C%BA
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◆南西予地方・文化的景観と戦後民家調査 

愛媛県南西部の重要文化的景観及び候補地の視察と，エリア内の戦後民家の抽出的調査 

※立命館大学，信州大学，香川大学 

◆龍野重伝建地区・戦後民家調査 

龍野の重要伝統的建造物群保存地区を中心としたエリアの戦後民家の悉皆的調査 

※立命館大学，たつの市教育委員会 

［令和 7 年度］ 

◆泉大津市民家建築調査（主屋 2 棟，付属屋 10 棟） 

大型農家住宅と町家それぞれの主屋及び付属屋を国登録有形文化財にするための調査 

※泉大津市教育委員会 

◆大阪府泉州地域の「みかん蔵」の研究 

戦後民家研究の一環として，主に和泉市南部，岸和田市南部において農村集落の構成とその景観が生業と

不可分の関係で生成発展し，結果として極めて独自の地域性を醸成してきたことを，集落内に不可欠な構

成要素であるみかん蔵の分布特性や建築的特徴を通して明らかにする研究 

※立命館大学，滋賀県立大学 

 

【職能を活かした地域社会への貢献や建築士の研鑽に関わる取り組み】 

公益社団法人大阪府建築士会では理事を務め，社会貢献部門において地域まちづくり委員会と防災分科会

を担当している．各自治体と連携し市民の生涯学習になるイベントの企画運営をおこなう他，罹災証明書の

発行支援，地震保険鑑定調査の勉強会開催や支援体制構築をおこなっている，自身も大阪府被災建築物応急

危険度判定士として被災地派遣の待機要員となっている．また建築士の会 いずみ野に所属し，地域の歴史や

文化にまつわる市民参加型イベントや，建築士同士の研鑽のための勉強会の企画運営をおこなっている．  

公益社団法人日本建築家協会(JIA)近畿支部では青年委員長を務め，「若手建築家への JIA 活動の発信」を

ミッションとして，若手会員による企画運営や建築家の魅力発信，近畿二府四県の 6 つの地域会の若手交流

推進を図り会の内外に向けた様々な活動をおこなっている．また広報委員会，住宅部会にも所属している． 

 

【城と石垣の撮影活動】 

21 歳の頃から約 19 年間，全国の主に城郭跡や石垣の写真を撮り続けている．現在残る日本の都市の原型

はいわゆる近世城郭と呼ばれる，安土桃山時代から江戸時代初期に築城もしくは改修された城郭が起点とな

っているケースが非常に多いことから，あらゆる都市の歴史を辿るおもしろさを味わいつつ，各都市におい

て市民に今も愛されている城郭跡の姿を記録したいと思っている． 

また「城郭史を知ることは都市空間を考える第一歩であり，現在と過去との絶え間ない対話が未来を創

る」と信じて，温故知新の精神で建築設計活動へのフィードバックも試みている． 

 

【歴史・文化財・伝統建築についての専門分野・研究テーマ等、所属研究会等】 

・中世後期・近世城郭史（城下町） ※主に 16 世紀以降の近世城下町の形成過程について 

・奄美群島の中世・近世史 ※城郭・墳墓など石造文化で読み解く民俗史 

・一般社団法人日本建築学会 近畿支部 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%87%8D%E8%A6%81%E4%BC%9D%E7%B5%B1%E7%9A%84%E5%BB%BA%E9%80%A0%E7%89%A9%E7%BE%A4%E4%BF%9D%E5%AD%98%E5%9C%B0%E5%8C%BA

